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三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 株式会社　阿蘇ファームランド

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

予防医療で病気にならない健康づくりを目指す方々のための、病気を未然に防ぐことを学び体験し実感
する唯一の健康専門施設として、全てのステークホルダーの満足度が最大化されるように事業を推進
し、世界唯一の『予防医療施設』として社会に貢献する企業を目指します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

厚生労働省の「健康寿命をのばそう！」スマートライフプロジェクト、熊本県のくまもとスマートライフプロジェクトに
参画しております。株式会社阿蘇ファームランド内にある予防医療型・健康滞在施設『大自然阿蘇 健康の森』の運営
におきまして、この施設は一般社団法人日本健康増進学術機構総合監修のもと「これからの長い健康生活のために」
健康の専門家集団である公益法人連合世界健康長寿学会が総合プロデュースし、予防医療で病気にならない健康づ
くりを目指す方々のための、病気を未然に防ぐことを学び体験し実感する唯一の健康専門施設です。また、同じく阿
蘇ファームランド内の大自然融合体感地『阿蘇元気の森』は健康体感テーマパークとして運営を行っており、企業全
体で【健康・予防医療】をテーマとしております。日本中の全ての都道府県へ予防医療施設が作られ、全てのステーク
ホルダーへ予防医療及び健康増進に取り組む環境を整備することを企業使命と考えております。

環境 当健康増進施設をあらゆる法人の従業員福利厚生施設と
して利用して頂けるよう、福利厚生施設法人契約数を伸
ばしていく

2024年７月は０法人
→2026年末までに200法人

社会

経済

廃棄食材（フードロス）の減少

・原価率低減目標35％以内

2023年：46％➔2026年：35％

・廃棄ロスの減少目標３％

2023年：15％➔2026年：12％

社会

経済

環境

新卒及び年齢を問わない中途採用の実施
中途採用数
2021年～2023年　23名
2024年～2026年　40名

社会

経済

経済

環境 ・滞在型健康増進施設を県外へも増やしていく
　　コロナ禍と震災以降の業績不振により、計画
は先送りとなってるが、2030年までに実現した
い。

2023年までに１施設 実績なし社会

経済

環境

・廃棄食材（フードロス）の減少
2023年までに食材
管理をシステム化・見
える化し、減少を促
す。

原価管理と廃棄量を
棚卸管理と結び付け
見える化完了。フード
ロスを２０％削減し
た。

社会

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その
理由等も記載してください。

環境
・新卒及び年齢を問わない中途採用の実施

中途採用実績
1998年～2020年
13名
→2021年～2023年
50名

2021年～2023年
採用実績は73名。目
標比146％。

社会

経済


